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診
療
報
酬
改
定

の
点
数
の
主
な
内

容
が
公
表
さ
れ

た
。
プ
ラ
ス
改
定

と
は
い
え
、
包
括
化
が
進
ん

で
お
り
、
実
際
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

支
台
築
造
や
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ク
ラ
ウ
ン
な
ど
、
協
会
が

求
め
て
き
た
も
の
が
点
数
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
好
感
が
も

て
る
。
先
進
医
療
技
術
の
保

険
導
入
も
改
善
点
の
一
つ
と

思
う
が
、
現
実
的
に
採
算
が

合
う
も
の
が
少
な
い
。

　

一
方
世
間
で
は
、
中
国
か

ら
の
輸
入
食
品
か
ら
毒
性
薬

物
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
最

近
食
の
安
全
が
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
歯
科
技

工
物
も
中
国
で
作
ら
れ
る
物

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
安
い

値
段
で
購
入
で
き
る
が
、
金

属
の
材
質
や
、
技
工
士
が
作

っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
の

疑
問
点
が
残
る
。
こ
の
よ
う

な
海
外
技
工
物
な
ど
の
影
響

で
、
歯
科
の
根
底
を
支
え
る

歯
科
技
工
士
の
生
活
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
協
会
お
よ
び
保

団
連
の
運
動
に
よ
っ
て
、
歯

科
診
療
報
酬
の
改
善
も
少
し

ず
つ
進
ん
で
い
る
。
そ
の
力

と
な
る
も
の
は
、
患
者
お
よ

び
院
長
の
署
名
な
ど
国
民
の

声
で
あ
る
。

の
ル
ー
ル
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
る
。
医
科
の
よ
う
に
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
く
ま
で

治
療
の
参
考
に
と
ど
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

往
診
に
至
っ
て
は
訪
問
診

療
料
に
初
再
診
を
包
括
す
る

と
い
う
荒
業
ま
で
使
い
、
さ

ら
に
、「
在
宅
支
援
歯
科
診

療
所
」
と
い
う
新
た
な
施
設

基
準
の
足
か
せ
を
は
め
て
算

定
制
限
を
し
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
包
括
化
を
名
目

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡
事前予約制で、１週間前に締め切ります。

専門家がおこたえします

に
、
固
有
の
治
療
行
為
の
評

価
を
減
ら
し
て
い
る
。
初
再

診
料
に
ラ
バ
ー
加
算
や
歯
肉

息
肉
除
去
術
を
含
め
た
り
、

充
填
か
ら
研
磨
ま
で
を
一
括

り
に
す
る
な
ど
、
医
療
費
全

体
を
引
き
下
げ
な
が
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
準
備
を
整
え
つ

つ
あ
る
。

　

包
括
評
価
は
、
術
者
と
患

者
の
双
方
に
と
っ
て
は
分
か

り
に
く
い
体
系
で
あ
る
。
や

は
り
、
出
来
高
払
に
よ
る
個

別
の
評
価
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
。

　

以
上
、
今
回
の
改
定
は
、

患
者
の
求
め
る
歯
科
医
療
の

質
を
確
保
し
、
医
療
機
関
の

窮
状
を
改
善
す
る
に
は
程
遠

い
。
協
会
は
、
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
・
総
枠
拡
大
を
求

め
な
が
ら
、
治
療
費
の
心
配

な
く
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
安
心
し
て
歯
科
医
療
に
か

か
れ
る
制
度
の
実
現
に
向
け

て
一
層
運
動
を
強
め
た
い
。

室相 談各 種

雇用相談
【日　時】３月13日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎社労士

税務相談
※税務相談は今月お休みします。

法律相談
【日　時】３月３日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信弁護士

歯科医療を制限する「管理」路線を
撤回し、新設・改廃項目の論拠を示せ

と
は
名
ば
か
り
で
、
現
行
の

調
整
料
と
同
じ
１
月
あ
た

り
、
わ
ず
か
60
点
で
賄
わ
せ

て
い
る
。
そ
し
て
、
１
年
超

の
調
整
指
導
料
の
扱
い
は
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

歯
周
治
療
と
有
床
義
歯
調

整
の
改
変
は
、
日
本
歯
科
医

学
会
が
改
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
・
治
療
指
針
に
基
づ
い

て
い
る
。
現
行
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
審
査
や
個
別
指
導
の

現
場
で
は
、
査
定
す
る
た
め

が
あ
る
上
に
１
月
あ
た
り
１

５
０
点
と
い
う
低
点
数
で
あ

る
。
し
か
も
、
３
年
間
で
給

付
が
打
ち
切
ら
れ
る
。
疾
患

の
個
別
性
や
患
者
の
個
体
差

を
無
視
し
た
年
限
制
で
あ

る
。

　

有
床
義
歯
の
調
整
指
導

は
、
新
製
か
ら
１
年
以
内
を

３
つ
の
時
期
に
区
分
し
「
管

理
」
の
考
え
方
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
特
に
「
有
床
義
歯

長
期
管
理
料
」
は
長
期
管
理

理
・
口
衛
指
な
ど
が
廃
止
さ

れ
「
歯
科
疾
患
管
理
料
」
に

無
理
や
り
一
本
化
さ
れ
た
。

今
ま
で
は
患
者
の
主
訴
に
沿

っ
て
疾
患
別
に
指
導
管
理
が

で
き
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
１
口
腔
単
位
で
全
て
の

疾
患
を
患
者
に
明
示
し
て
、

治
療
す
る
の
か
否
か
を
尋
ね

て
、
同
意
を
得
る
シ
ス
テ
ム

　

08
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
診
療
報
酬
改
定
内
容
が
答

申
さ
れ
た
。

　

協
会
が
厚
労
省
に
要
求
し

て
き
た
、
初
再
診
料
引
き
上

げ
や
文
書
提
供
の
要
件
緩

和
、
新
規
技
術
の
保
険
導
入

な
ど
が
一
部
取
り
入
れ
ら
れ

た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
あ

ま
り
に
も
点
数
が
低
す
ぎ

る
。
ま
た
、
新
設
や
改
廃
さ

れ
た
項
目
の
根
拠
も
不
明
確

で
あ
る
。
厚
労
省
は
、
エ
ビ

デ
ン
ス
を
明
確
に
し
、
論
議

の
過
程
を
詳
し
く
示
す
べ
き

で
あ
る
。
算
定
要
件
で
も
、

歯
科
衛
生
士
の
配
置
や
医
療

機
器
の
設
置
を
条
件
づ
け
た

り
、
新
た
な
治
療
指
針
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
強
引

な
管
理
指
導
路
線
が
敷
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
乗
れ
な
い

医
院
を
保
険
診
療
か
ら
閉
め

出
し
選
別
淘
汰
す
る
仕
掛
け

で
あ
る
。
診
療
報
酬
本
体
の

改
定
率
は
、
公
称
０
・
42
％

だ
が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う

実
感
が
持
て
な
い
。

　

医
学
管
理
料
で
は
、
Ｐ
管

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
社
会
保
険
事
務
局
・
各
種
名
簿
な
ど
に
よ
り
情
報
を
取
得
致
し
ま
し
た
。
当
会
が
取
得
し
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
ご
入
会
の
ご
案
内
②
当
会
の
新
聞

の
配
布
③
講
習
会
な
ど
の
ご
案
内
④
各
種
共
済
制
度
の
ご
案
内―

―

に
利
用
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、「
今
後
の
郵
送
を
断
わ
る
」
な
ど
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
当
協
会
事
務
局
（
TEL�

06
︱
６
５
６
８
︱
７
７
３
１
）・
組
織
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

点
数
説
明
会
に
先
立
っ

て
、
昨
年
か
ら
地
区
で
連
続

し
て
開
い
て
い
る
“
診
療
報

酬
と
審
査
・
指
導
”
の
会
員

学
習
会
は
、
理
事
会
ま
で
に

４
会
場
で
開
い
て
き
た
。
２

月
10
日
は
全
地
区
を
対
象
に

し
た
学
習
会
と
し
、
そ
の
後

も
２
会
場
で
開
く
。

　

会
務
運
営
で
は
、
１
月
に

開
か
れ
た
保
団
連
第
41
回
大

会
で
、
山
上
紘
志
氏
が
副
会

長
に
、
矢
部
あ
づ
さ
氏
が
理

事
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

談
話
は
、
業
界
紙
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

　

13
日
頃
の
答
申
が
予
定
さ

れ
て
い
る
中
医
協
の
改
定
点

数
は
、「
全
国
保
険
医
新

聞
」
で
会
員
に
知
ら
せ
、
社

保
研
究
部
長
談
話
を
「
歯
科

保
険
医
新
聞
」
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
た
。

形
態
に
す
る
こ
と
な
ど
の
対

応
を
決
め
た
。

　

１
月
24
日
に
発
表
さ
れ

た
、
検
討
さ
れ
て
い
る
改
定

案
は
、
現
場
に
そ
ぐ
わ
な
い

“
総
合
管
理
”
の
押
し
付
け

で
あ
り
、
技
術
進
歩
を
反
映

し
た
基
礎
点
数
の
改
善
が
急

務
だ
と
す
る
協
会
政
策
部
長

　

協
会
は
９
日
の
第
11
回
理

事
会
で
、
診
療
報
酬
改
定
の

会
員
向
け
中
央
説
明
会
を
３

月
23
日
に
開
く
こ
と
、
か
な

り
大
幅
な
改
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
新
点
数
説
明
会

を
組
織
拡
大
の
絶
好
の
機
会

と
し
て
入
会
を
追
求
す
る
こ

と
、
会
員
の
参
加
し
や
す
い

点
数
説
明
会
で
は
こ
れ
を
テ

キ
ス
ト
に
説
明
す
る
。
３
月

末
ま
で
に
お
届
け
す
る
。

　

『
歯
科
点
数
早
見
表
』

は
、
改
定
さ
れ
た
点
数
を
先

生
方
が
手
元
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
、
ブ
リ
ッ
ジ
の
保
険
適
用

一
覧
を
付
け
て
い
る
。
３
月

末
ま
で
に
お
届
け
す
る
。

　

『
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
』
は
、
項
目
ご
と
に
解
説

と
症
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

最
初
の
請
求
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
４
月
末

に
お
届
け
す
る
。

た
。（
４
面
に
一
覧
）

　

新
点
数
説
明
会
は
、
３
月

23
日
に
御
堂
会
館
（
中
央

区
）
で
開
か
れ
る
中
央
点
数

説
明
会
を
皮
切
り
に
、
５
月

10
日
ま
で
、
府
下
11
カ
所
の

会
場
で
開
く
。

　

各
説
明
会
と
も
、
参
加
費

は
会
員
無
料
、未
入
会
者（
会

員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
）

は
１
万
円
。

　

な
お
、
各
会
場
に
は
定
員

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
予
約

な
し
で
来
ら
れ
た
場
合
、
入

場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
ご
注
意
願
い
た
い
。

　

協
会
の
全
地
区
と
社
保
研

究
部
・
政
策
部
は
、
08
年
診

療
報
酬
改
定
・
地
区
説
明
会

の
日
程
を
こ
れ
ま
で
に
決
め

点
数
早
見
表
（
２
０
０
８
年

４
月
版
）』（
Ｂ
５
判
）、『
歯

科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０

０
８
年
４
月
版
）』（
Ａ
４

判
）
を
順
次
お
届
け
す
る
。

　

『
２
０
０
８
年
改
定
の
要

点
と
解
説
』
は
、
変
更
内
容

を
中
心
に
解
説
し
て
お
り
、

の
発
行
を
こ
れ
ま
で
に
決
め

た
。
会
員
の
先
生
方
に
は
、

『
２
０
０
８
年
改
定
の
要
点

と
解
説
』（
Ａ
４
判
）、『
歯
科

　

協
会
の
社
保
研
究
部
は
、

08
年
改
定
に
と
も
な
う
書
籍

吉
田
裕
志
社
保
研
究
部
長
が
談
話

地区説明会の
日程決まる

改
定
書
籍
を
順
次
発
行

社保研究部

会
員
に
は
無
料
で
１
冊
お
届
け

第11回理事会

に
中
央
改
定
説
明
会

会
員
が
参
加
し
や
す
い
形
態
に

に
変
わ
っ
た
。

管
理
計
画
の

「
あ
り
」、「
な

し
」
の
グ
ル
ー

プ
に
患
者
を
分

け
る
こ
と
に
な

り
現
場
に
混
乱

を
も
た
ら
す
。

　

歯
周
治
療
に

は
、「
病
状
安

定
期
治
療
」
を

治
癒
に
導
く
過

渡
期
の
治
療
と

し
て
新
設
し
た

が
、
中
等
度
以

上
と
い
う
制
限

23／３

（主な点数の変更点）
現　行 点数 改定後 点数

歯科初診料
　　再診料

180
38
→
→

182
40

歯科口腔衛生指導料
歯周疾患指導管理料
歯科疾患総合指導料
歯科疾患継続管理
診断料
歯科疾患継続指導料

100
80

130・110
100

120

→ 歯科疾患管理料
　１回目
　２回目以降

130
110

（新設） 歯周病安定期治療
　１年以内
　１年超２年以内
　２年超３年以内

150
125
100

新製義歯指導料
新製義歯調整料

有床義歯調整料

100
120

60

→

→

新製有床義歯管理料
（装着１月内２回）

有床義歯管理料
（装着１月超～３月）
有床義歯長期管理料
（装着３月超～１年）

100

70

60

ラバー加算
歯肉息肉除去術

10
54
→
→

廃止
廃止

（新設） テンポラリークラウン
支台築造印象

30
20


